
様式 1-C_v03  研究管理番号;2023 疫―139  

 1 / 2 

 

項目 説明 

試料・情報の

利用目的 

及び 

利用方法 

研究課題名 社会的孤立と飲酒の関連に関する後方視的研究 

研究対象者 2016 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日までに神奈川県みらい未病コ

ホート研究に協力してくださった方のうち、同意項目「あらためて倫

理審査を受けた J-MICC Study 以外の他研究に、匿名化したデータ、

血液、尿、DNA などの試料が提供されることに同意します」に同意し

てくださった方 

研究目的 アルコールや薬物などの依存症は「孤独の病気」とも言われています。

これは、依存症と孤立や孤独感とは関連することが知られており、お

互いに増悪因子となることが知られているからです。神奈川県立精神

医療センターでは、同センターを受診している外来患者さんを体調と

した研究で社会心理的な要因が依存症に与える影響について研究し

てきました。今回、神奈川県みらい未病コホート研究に協力してくだ

さった依存症と診断されていない方と比較することで、社会的孤立や

心身の健康と、飲酒行動との関係をより明確にすることが本研究の目

的です。本研究の成果はアルコール依存症患者さんの治療や療養環境

の改善に寄与することが期待されます。 

研究方法 神奈川県みらい未病コホート研究協力者の方の仮名加工情報を神奈

川県立精神医療センターに提供した上で、神奈川県立精神医療センタ

ーにて解析を実施します。 

個人情報保護 協力者の皆様の個人情報が提供されることがありません。仮名加工情

報は ID などの一意の付番を除した形で提供されます。 

研究期間 2 0 2 4 年 2 月 1 3 日 ～ 2 0 2 5 年 3 月 3 1 日 

利用又は提供を開

始する時期 

[ ]総長が研究実施を許可した日 

[X] 2024 年 3 月 10 日頃（研究の進捗によって前後いたします） 

利 用 す る 試

料・情報の項

目 （ チ ェ ッ ク

[X]が入った項

目 を 利 用 し ま

す） 

[ ]試料: [ ]血漿、[ ]血清、[ ]全血、[ ]末梢血から抽出した DNA、 

[ ]病理検体(具体的に記載:    )、 

[ ]尿、[ ]糞便、[ ]唾液、[ ]胸水、[ ]腹水、[ ]脳脊髄液、 

[ ]毛髪、[ ]その他(具体的に記載:    ) 

[X]情報: [X]診断名(臨床病期や分類、病理診断を含む)、[X]年齢、[ ] 生年月

日、[X]性別、[X]既往歴、[X]併存疾患、[ ]外来日・入院日・退院日、

[X]臨床検査値、[ ]放射線診断や超音波検査、内視鏡検査等の画像デ

ータ、[ ]臨床所見・経過（予後追跡データを含む）、[ ] ゲノムデー

タ、[ ]看護記録、[X]その他(具体的に記載:調査票の情報のうち飲酒

行動、同居家族の有無、同居配偶者の有無、社会経済的要因、Lubben

孤立感尺度、UCLA 孤独感尺度、一般的に人は信用できると思うかへ

の回答) 
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試料・情報を

利用する者の

範囲 

当 セ ン タ ー 研 究

責任者 

がん予防・情報学部・成松宏人 

共同研究機関および

責任者 

 

神奈川県立精神医療センター・小林桜児 

その他の機関 

 

なし 

 

外国へ提供する場合 

 

なし 

試料・情報の利用停止および情

報公開に関する窓口 

施設名・所属・氏名・連絡先 

神奈川県立がんセンター臨床研究所 

がん予防・情報学部 

中村翔 

045-520-2222 (内線 4023) 

利用停止のお申し出は 2024 年 3 月 1 日までにお願いいたします 

ただし、お申し出いただいた時にすでにデータが固定され、研究成果が論文など

で公表されていた場合には、患者さんのデータを廃棄できない場合があります 

 


